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吉
田
さ
ん
は
過
疎
・
高
齢
化

が
進
む
町
へ
様
々
な
仕
掛
け
で

１ 

                   

          

地
域
を
巻
き
込
み
、
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
講
演
で

は
、
①
大
雪
や
獣
害
な
ど
地
域

の
困
り
ご
と
解
決 

②
修
学
旅

行
な
ど
を
受
け
入
れ
る
人
情
民

泊 

③
祇
園
坊
の
チ
ョ
コ
ち
ゃ

ん
商
品
化―

の
三
事
業
を
例
に

挙
げ
、
今
だ
か
ら
言
え
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
秘
め
た
狙
い
を
明
ら

か
に
し
た
。 

 

三
事
業
を
受
け
入
れ
た
地
元

側
の
担
当
者
も
舞
台
に
上
が

り
、
打
ち
合
わ
せ
な
し
で
ト
ー 

ク
が
進
み
、
吉
田
さ
ん
の
粘
り 

  

ハ
ト
く
ら
い
の
大
き
さ
で
フ

ク
ロ
ウ
の
仲
間
。
三
段
峡
周
辺

で
は
集
水
域
で
あ
る
深
入
山
の

周
辺
に
棲
ん
で
い
る
。
全
身
褐

色
で
目
立
た
ず
、
夜
行
性
な
の

で
姿
を
見
る
の
は
難
し 

い
が
、
巣
箱
を
利
用
す 

る
か
ら
生
息
を
確
認
で
き
る
。

夜
、
オ
ス
は
「
ボ
ォ
ー
、
ボ
ォ

ー
」、
メ
ス
は
「
ミ
ャ
ー
」
と
鳴

く
。
物
悲
し
さ
、
薄
気
味
悪
さ
を

感
じ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。 

 
 

    

腰
や
苦
労
話
が
披
露
さ
れ
、
笑

い
を
誘
っ
て
い
た
。 

 

吉
田
さ
ん
は
現
福
島
市
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

長
。
昨
年
五
月
、
さ
ん
け
ん
相

談
役
に
就
任
。
講
演
要
旨
は
一

月
下
旬
発
行
予
定
の
さ
ん
け
ん

新
聞
特
集
号
で
紹
介
す
る
。 

     

今
年
の
「
壬
寅
（
み
ず
の
え

と
ら
）」
に
は
「
生
ま
れ
た
も
の 

      
 

 

中
露
国
境
の
ウ
ス
リ
ー
、
朝

鮮
半
島
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア

に
分
布
し
て
い
る
。
県
内
で
は

森
林
で
繁
殖
す
る
。 

ノ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
ミ
ズ
、
ト
カ 

  ゲ
、
ム
カ
デ
、
小
鳥
な
ど
小
動

物
を
餌
に
す
る
。
同
じ
仲
間
で

昆
虫
類
を
主
食
と
す
る
コ
ノ
ハ

ズ
ク
や
ア
オ
バ
ズ
ク
に
比
べ
る

と
、
足
や
爪
が
頑
丈
で
力
強
い
。 

                

が
成
長
す
る
」
の
意
味
が
あ
る

と
聞
い
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
と
さ
ん
け
ん
自
然
塾
の
充

実
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
事
業
の
強
化

な
ど
、
成
長
の
一
年
に
し
た
い
。 

 

昨
年
は
「
つ
な
が
り
」
が
広
が

っ
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
設

置
で
は
「
広
大
さ
ん
け
ん
部
」
の 

 

四
月
ご
ろ
、
樹
洞
や
巣
箱
に
営

巣
す
る
。 

 

ひ
な
の
数
は
前
年
の
ド
ン

グ
リ
類
の
出
来
に
左
右
さ
れ

る
。
豊
作
だ
と
餌
に
な
る
ヒ
メ 

  

ネ
ズ
ミ
や
ア
カ
ネ
ズ
ミ
な
ど

の
ノ
ネ
ズ
ミ
類
が
多
く
な
り
、

産
卵
数
が
増
え
る
。
凶
作
だ
と

少
な
い
。
多
い
年
に
は
巣
の
中

に
、
ひ
な
が
食
べ
残
し
た
ノ
ネ 

 
 

 

                

協
力
で
前
進
し
た
。
自
然
塾
で

は
お
墓
の
大
和
と
大
和
重
工
の

協
賛
を
得
た
。
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
が
人
、
企
業
を
引
き
付

け
た
の
だ
と
し
た
ら
嬉
し
い
。 

 

昨
年
の
テ
ー
マ
は
「
根
を
出

す
」
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
か

ら
手
探
り
で
取
り
組
ん
だ
結
果 

 

ズ
ミ
が
転
が
っ
て
い
る
の
が

見
ら
れ
る
。 

一
回
に
産
む
卵
の
数
（
一
腹

卵
数
）
は
四
～
九
個
で
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
約
三
週
間
で
ふ
化 

 

す
る
。
ふ
化
後
一
カ
月

で
巣
立
つ
の
だ
が
、
ま 

だ
十
分
に
は
飛
べ
な
い
状
態
。

し
ば
ら
く
は
親
が
餌
を
運
ん
で

世
話
を
す
る
。
自
立
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
暖
地
へ
移
動
し

て
越
冬
す
る
。 

（
上
野
吉
雄
） 

 
 
 
 
 
 

（
上
野
吉
雄
） 

         
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

            

が
今
の
事
業
だ
。
調
査
、
研
究
、

環
境
教
育
の
推
進
、
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
機
能
の
充
実
に
焦
点
を

合
わ
せ
、
よ
り
社
会
に
貢
献
す

る
活
動
に
成
長
さ
せ
た
い
。 

   
 

  

広
島
県
が
表
彰
す
る
「
ひ
ろ

し
ま
グ
ッ
ド
ア
ワ
ー
ド
」
で
二

〇
一
九
年
度
、
さ
ん
け
ん
は
さ

と
や
ま
未
来
大
賞
を
受
け
た
。

副
賞
は
活
動
を
紹
介
す
る
動
画

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、 

     

五
回
目
を
迎
え
た
さ
ん
け
ん

祭
が
十
二
月
五
日
、
三
段
峡
ホ

テ
ル
売
店
に
さ
ん
け
ん
メ
ン
バ

ー
や
町
民
ら
約
五
十
人
が
集
ま

っ
て
開
か
れ
た
。
地
元
産
の
猪

肉
を
使
っ
た
数
々
の
料
理
、
中

１ 

      

    

来
年
度
の
さ
ん
け
ん
自
然
塾

企
画
会
議
が
十
二
月
二
十
八

日
、
中
学
生
や
大
学
生
、
さ
ん
け

ん
ス
タ
ッ
フ
ら
八
人
が
出
席
し

て
広
島
市
内
の
Ｅ
Ｐ
Ｏ
ち
ゅ
う

ご
く
で
開
か
れ
、
方
針
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
概
要
を
決
め
た
。 

 

今
年
中
学
に
進
む
受
講
生
が

講
師
に
な
る
な
ど
、
自
然
塾
の

狙
い
が
成
果
を
上
げ
た
。
同
塾

は
東
京
海
上
日
動
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

Ｇ
ｉ
ｆ
ｔ
地
球
元
気
プ
ロ
グ
ラ

ム
助
成
の
最
終
年
で
、
持
続
的

事
業
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
。 

 

一
年
遅
れ
の
制
作
と
な
り
十
二

月
、
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
た
。 

 

「
三
段
峡
野
外
博
物
館
」
に
焦

点
を
合
わ
せ
た
長
短
二
本
。
さ

ん
け
ん
の
役
員
や
広
大
さ
ん
け

ん
部
の
学
生
ら
が
活
動
の
意
義

を
説
明
し
た
。「
ひ
ろ
し
ま
ア
ワ

ー
ド
三
段
峡
野
外
博
物
館
」
で

検
索
し
て
視
聴
で
き
る
。 

 

華
ま
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
橡

餅
づ
く
り
、
ウ
ナ
ギ
つ
か
み
体

験
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
演

奏
な
ど
、
多
彩
な
企
画
で
充
実

し
た
祭
り
に
な
っ
た
。「
多
く
の

人
が
集
ま
り
、
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
て
賑
わ
っ
た
」
と
本
宮

宏
美
事
務
局
長
。
祭
り
は
毎
年

十
二
月
第
一
日
曜
に
開
く
。 

              

と
ち 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

ん
け
ん
は
探
勝
路
整
備
な
ど
で

協
力
し
た
。
試
練
が
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
強
め
た
と
言
え

る
。
今
年
も
多
難
な
年
に
な
り

そ
う
だ
。
前
を
向
こ
う
。 

   

▼
多
難 

前
へ 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
と
台
風
、
大
雨
に
た
た

ら
れ
た
昨
年
、
さ
ん
け
ん
は
イ 

  

一口メモ 

ベ
ン
ト
展
開
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
観
光
事
業
者
は
今
年
へ

も
影
響
す
る
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。
観
光
同
業
組
合
と
町
は

懸
命
に
復
興
へ
取
り
組
み
、
さ 

     

オオコノハズク 

夜 鳴き声にゾクッ 
 

鳥 三段峡の 

子
孫
繁
栄
は
ド
ン
グ
リ
類
の
出
来
次
第 

たち 

② 困
り
ご
と
解
決
・人
情
民
泊
・
チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん 

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
秘
め
た
狙
い
解
説 

  

安
芸
太
田
町
観
光
協
会
事
務
局
長
を
五
年
勤
め
、
二

〇
一
六
年
三
月
に
退
任
し
た
吉
田
秀
政
さ
ん
の
講
演

会
が
十
二
月
四
日
、
戸
河
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。
演
題
は
「
あ
の
時
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ウ
ラ

話
を
吉
田
が
解
説
」
。
四
十
五
人
が
当
時
の
イ
ベ
ン
ト

の
狙
い
や
成
果
に
聴
き
入
っ
た
。
さ
ん
け
ん
の
主
催
。 

     

吉田秀政さん講演会 

 

 

さんけん植物部立ち上げ 
 峡内の植物を中心に専門家や愛好

家と連携し、年間を通じた調査と資

料化に取り組む。WEB 三段峡図鑑

を開設し、来訪者やガイド人材へ情

報提供の環境を整える。保全啓発の

オリジナル Tシャツを作製する。 

 

正面口に展示施設を開設 
 「広大さんけん部」と協力し、峡

内に生息する動植物の展示や情報を

提供する施設を正面口に開設する。

来訪者が散策をより一層楽しめるよ

う生態・標本展示を手づくりする。

三段峡写真展を企画する。 

 

「自然塾」多世代参加型に 
 子供が講師になって子供同士が学

ぶ「さんけん自然塾」で子供講師が

誕生した。活動を充実させ講師育成

を進める。大学生、社会人のサポー

ト参加があり、安芸太田町の自然を

軸に多世代参加型を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
然
塾
企
画
会
議
開
く 

受
講
生
が
講
師
に
成
長 

第
五
回
さ
ん
け
ん
祭 

企
画
多
彩 

賑
わ
う 

さ
と
や
ま
未
来
大
賞 

副
賞
の
動
画
公
開 

調
査
・研
究
・環
境
教
育
・
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
を
充
実 

本
宮
理
事
長

「
広
が
る
連
携 

成
長
の
年
に
」 

2022年の主な事業計画 

「高い志と熱量」を強調する吉田さん 

本宮炎理事長 


